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第１教程（生活分野に関する心理カウンセリング） 

飯島 崇 

性の問題と人間心理学について 

 

2010年、厚生労働科学研究班が男女 3000人を対象に「男女の生活と意識に関する調査」を行なった。 

中でも、話題となったのが、「セックスをする事に関心がない＋嫌悪している」割合である。 

 

●セックス（性交渉）をすることに、「関心がない＋嫌悪している」割合の推移（％） 

男性 2008 年 2010 年 女性 2008 年 2010 年 

16 〜 19 歳 17.5 36.1 16 〜 19 歳 46.9  58.5 

20 〜 24 歳 11.8  21.5 20 〜 24 歳 25.0  35.0 

25 〜 29 歳 8.3  12.1 25 〜 29 歳 25.0  30.6 

30 〜 34 歳 8.2  5.8 30 〜 34 歳 30.4  45.8 

35 〜 39 歳 9.2  17.3 35 〜 39 歳 35.7  50.0 

40 〜 44 歳 13.1  18.4 40 〜 44 歳 47.5  55.6 

45 〜 49 歳 8.7 22.1 45 〜 49 歳 45.4  58.6 

 

上の表にあるように、男性は１６~１９歳の３人に１人がセックスに「無関心」「嫌悪」している。 

２００８年の２年で倍増しているのである。 

この結果を受けて、男性の不妊治療や性機能障害が専門の大阪大学大学院医学系研究科泌尿器科の辻村

晃准教授は「本来、１６~１９歳の男子はテストステロン（男性ホルモンの一種）の分泌が盛んで、最も

性に対するアクティビティが高いはず。未だ経験していない性交渉に興味津々で、些細なことで勃起す

る世代が、性交渉に無関心と言うのは信じが結果だ。」と発言している。 

そして、２０~２４歳も 21.5％と多くテストステロン値がピークに達する年代であるのに関わらず高い割

合である。 

また、多い世代の４５~４９歳であるが、この世代は加齢に加えてストレスがテストステロンの減少を加

速させるケースがあり、よって性欲が減退すると思われている。 

女性の場合も、１６~１９歳と４５~４９歳が高い割合であるが、全世代で無関心が増加しているのであ

る。 

セックスを敬遠している理由で最も多かったのが、男女ともに「面倒くさい」であった。 

一体なぜか？ 

辻村准教授ら大阪大学の研究チームが、０８年から１０年まで２年間、一風変わった研究を行なった。 

それは、「性的興味と脳と人格の関連性を解析する」世界初の実験である。 

MRT や PET の画像診断で性的な刺激を受けた時、つまり勃起した時に脳のどの部分が活性化するか、

射精直前までの推移を特定し、また、アダルトビデオを見てもらいながら、ビデオの中のどの部分に興

味をもって見たかを、視線追跡装置を使って検査し、性的興味を定量化したのだ。 



その結果、男性は、女優の「顔」と「身体」を見て、男優を見ている男性はほぼゼロであった。 

女性も圧倒的に女優を見ているのだが、「男優」も見ているし、「背景」も見ていたのである。 

つまり、男女で見る興味が違ったのである。 

ちなみに、男女ともに、男優と女優の「局部」を見ている人は少なかった。 

ただ、個人的意見であるが、アダルトビデオ（AV）は女優が主体で作品（作品の内容によるが）が作ら

れており、その主体である女優に目が行くのは当然のことだし、男性向け AVを女性が、男性と同じ目線

で見ることは難しいし、女性は AVに出てくる女性を場合によっては自分と重ね合わせて見てしまうこと

もあるのではないか。だから男女で見方や興味の対象が違っていても当然と感じている。 

こうした脳の性的メカニズムが科学的に解明されたのは初めてであるが、何よりも特徴的だったのが、

「社会的内向性」の度合いが高い人ほど、女性の裸を注視していないと言う事実だった。 

辻村准教授は、「当たり前の結果であり、内向的な人ほど、ビデオを見ても目を伏せる。仕事でストレス

がたまって内向度合いが強まると、目の前を裸の女性があるいても関心が持てなくなるからだ」とも語

った。 

社会的内向性が高いと性欲が落ちるという検証結果は、日本人の社会的内向性が高まっている現れと読

める。 

性欲減退の“減退”で何が起こっているのか。 

日本で最も EDの症例が多いと言われる浜松町第一クリニック、竹越院長はそういう人たちに、「夜は眠

れますか？」と聞くと、「眠れない」と言うのだ。 

食欲を聞くと、「痩せた」と言うし、「会社にも行きたくない」とも言う。つまり、EDと言うより「鬱の

症状」なのである。 

鬱の初期症状として、肩こりや眼精疲労、胃痛、勃起不全という身体症状があるが、最近は ED だと訴

えて「鬱」だと分かるケースがある。 

責任感が強く、真面目な男性ほど多く、「勃たたないと、妻に浮気していると疑われる」と思い、自分を

追い込んでしまうと言う。 

また、薬の副作用による EDも増えている。 

昔から使われている三環系抗うつ薬にはなかったのが、近年の爆発的に売れている SSRI や SNRI とい

った抗うつ薬は、性欲減退、勃起力低下、射精困難をともなうことが多い。時代を反映した新型 ED と

言える。 

現在、様々なタイプ ED が増えている、誤ったオナニーが原因起こる「オナニーED」、そして、心因性

の EDの典型である「妻だけ ED」。 

この「妻だけ ED」に関して、最大の原因が妻を女性として見られたくなっているケースである。 

結婚から年月がたつと、女性も身だしなみに気を遣わなくなくなり、夫は妻に性的興味を持たなくなる。 

さらに、子作りのプレッシャーも心理的に影響している。 

晩婚化で、高齢出産のタイムリミットから妻が焦り、夫にセックスを求め、いっそう夫は拒絶するので

ある。 

社会的内向性を始め、様々な性欲減退現象があるが、「妻だけ ED」が最も切実な問題と言われている。 

不妊の相談でもっとも多いのが３０代から４０代の夫婦であり、加齢による卵子と精子の機能低下によ

る原因もあるが、もうひとつの原因として、妻の心理状態による原因である。 



妻は頭の中では妊娠したいと焦って、必死になる。この不安定な心理状態により、プロラクチンの血中

濃度が高まり、排卵を抑制し、体を妊娠にふさわしく状態にしてしまう。 

それだけでなく、この心と体の不安定な状態がホルモンバランスを崩し、さらに男性をセックスから遠

ざけてしまう。 

また、男性の性欲を減退させる行為として、妻からの「今日は排卵日だから・・・」と言った子作りメ

ールがある。 

妻の露骨な子作り宣言は、夫に強制的で機械的だと思わせ、また、「プレッシャー」ともなり、夫は面白

くなくなり、家に帰りたく無くなる。 

如何に自然な状態でセックスする事が大切かが良く分かる事例である。 

本来、セックスには温かい肌の触れ合いによりオキシトシンというホルモンを高め、それにより男女の

関係をより深いもにし、より「親密さ」や「信頼」が増すものであるが、「強制的で機械的なセックス」、

「相手の事を思わないセックス」がすべてを悪い方向に向けてしまっている。 

社会的内向性がさらに高まるのか、あるいは愛情に溢れた社会になるのか。 

性欲が 1つのバロメーターになっていると感じます。 

 

 


